
40歳シンガーソングライター、コロナ渦の新たな挑戦!
～クラウドファンディングを通した楽曲提供で社会貢献を目指します～

松藤量平は2001年より活動を始め、2004年にユニバーサルミュージックよりメジャーデビューし、
来年で活動20周年となります。 2020年はコロナウィルスの感染拡大による影響で思うような音楽活動が出来ず、
アーティストが社会のために出来ることは一体何があるのか、その可能性を探る1年となりました。

松藤が20年間かけて作ってきたものは、
「明日も頑張ろう！と元気を与えられる歌」
「悲しみを分け合えるような歌」
「人生に寄り添う歌」です。

関東地方では1月7日に緊急事態宣言が発令され、コロナ禍による不安が益々満ちている状況と感じていますが、
こんな時だからこそ今出来る最大限の挑戦をする事が人々に勇気を与え、そして、音楽の力が
希望や癒しを広げていけると信じています。

今回のプロジェクトではクラウドファンディングを通して、オリジナルベストアルバムを制作すると共に、
コロナ支援者・支援プロジェクトへの楽曲提供によって、コロナ復興を応援します。

シンガーソングライター松藤量平（まつふじ りょうへい）は、2021年1月8日よりクラウドファンディングを
campfireにてスタートしました。
開始1分で目標金額を達成！ 2日目で支援者数162人、支援総額5,443,800円、達成率1088％となる
注目のプロジェクトとなっています。 コロナ禍で不安な世の中に、音楽家が勇気と元気を届けます。
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［提供楽曲について］
音楽には人々を勇気づけるパワーがあります。

コロナによって世界が激変してしまった2020年。今、新しい年を迎え、
ここから取り戻していくもの、新しく見つけていくものがきっとあるはずです。

提供楽曲「いい日に今日も」に込められたメッセージは、
「大変な事があっても、前を向いて歩いて行こうよ」というポジティブな想い。
(こちらのリンクよりデモ音源が視聴可能です。 http://oakwoodlabel.com/ryohei/sound/）

職場やお店で流したり、応援動画やプロモーションのテーマソングとして使用したり、
幅広い用途で使って頂き、1人でも多くの人に勇気や希望を繋げていけたら、と考えています。


